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〈編集後記〉

よくカタログや雑誌の広告などで ｢写真は

イメージです｣ という但し書きを見かける｡

この文言に違和感を覚えるのは私だけではな

いはずだ｡ もちろん､ この日本語が意味して

いることは理解できる｡ ここに掲載した写真

が､ 実際のその商品と必ずしも同種のものの

それではないということであろう｡

だが ｢イメージ｣ とは､ もしそれが英語の

‘image’ (正しい発音は ｢イミッジ｣) のことで

あるなら､ その原義は ｢(画)像｣ である｡ 近

年ではディジタル・カメラの普及によって､

｢イメージ｣ という単語が日本語の中でもこ

の元来の意味で使われることが多くなって来

たようだ｡ 英語の ‘image’ はラテン語の

‘imago’が基になっているが､ このラテン語

が意味するのは ｢画像､ 類似､ 概念､ 外見､

幽霊｣ などである｡ これらの意味をひとつの

漢字で表すとすれば､ 当然 ｢像｣ ということ

になるだろう｡

｢写真はイメージです｣ という但し書きを

paraphraseすれば､ ｢ここに掲載した写真はこ

の商品の大まかな＜概念＞を示すものであっ

て､ 必ずしも実体を伝えるものではありませ

ん｣ ということになろうか｡ だが､ くどいよ

うだが ‘image’の原義は ｢像｣ である｡ 多少

なりとも英語やラテン語の知識がある人に

｢写真はイメージです｣ などと言えば､ それ

は ｢写真は画像です｣ という意味に理解され

得るのだ｡ そうなるとその人は､ 写真は画像

だよ､ そんなことは言われなくとも分かって

いるさ､ と言い返したくなるかもしれない｡

｢写真はイメージです｣ というのは言い換え

れば､ ｢写真はピクチャーです｣ と言ってい

るようなものなのである｡

だが､ このような曖昧な表現が､ 多くの人

に ｢書き手の意図通りに｣ 理解されているこ

とも事実である｡ 日本語というのは､ そうい

う不思議な力を持つ言語なのだ｡ (S.A.)
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